
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【 目 次 】 

２P   ありがとう・おめでとうメッセージ 

３P   福祉教育講座の実施報告、町社協運営経営検討委員会 

４P   サロン・居場所のご紹介、交流事業の実施報告 

５P   ボランティアだより「ボランティアの輪」 

６P   生きがい対応型デイサービスセンターだより 

７P   みどりの丘・みどりの丘えまつだより 

８P   相談所の開設日程のお知らせ ほか 

社会福祉法人川根本町社会福祉協議会 

「社協」とは、社会福祉協議会の略称です。 

〒４２８－０４１５ 川根本町上岸９０番地 

電話 ５９－２３１５ ／ FAX ５９－４１３９ 

ホームページ URL http://kh-syakyo.com/ 

メールアドレス（代表） csw-honk@po2.across.or.jp 

この社協だよりの作成には、みなさまからお寄せいただきました社協会費が使われています。 

 

川根本町社協 検 索 

産業文化祭でのステージイベントの様子 

おじさんキッチンとサロンの仲間たちのみなさん、いきい

きクラブのみなさん、みどりの丘・みどりの丘えまつの利用

者のみなさん等が、今年もステージを大いに盛り上げてくれ

ました。他の演者さんとともに、会場のみなさんも楽しいリ

ズムに一体となって、すばらしい地域交流になりました。 

mailto:csw-honk@po2.across.or.jp
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静岡市民文化会館にて、平成２８年

度静岡県健康福祉大会が開催され、募金ボランティ

アとして、長年にわたり共同募金運動の推進に貢献

し、その功績が特に顕著である方として、小川正雄さ

ん（田野口区）と小坂昌溥さん（八中区）へ静岡県共

同募金会会長より表彰状が授与されました。 

 謹んでご報告いたしますとともに、今後とも変わら

ぬご協力をよろしくお願い申し上げます。 

静岡県共同募金会会長表彰  

おめでとうございます！ 

平成２８年度社協会費へのご協力

ありがとうございました。 

このたび、平成２８年度川根本町社協会費へのご協

力をお願いいたしたところ、多くの方々にご賛同いた

だき、貴重な会費を納入していただきました。 

ご協力いただきましたみなさまに心からお礼を申

し上げますとともに、お世話をしていただきました区

長のみなさまをはじめとした関係者のみなさま方に

深く感謝申し上げます。 

みなさまからお寄せいただきました会費は、社協

活動の貴重な財源として、川根本町の地域福祉の推

進のため、各種福祉事業に活用させていただきます。 

今後とも、会費の趣旨をご理解いただき、社会福祉

協議会の活動に対し、温かいご支援とご協力をお願

い申し上げます。（以下は、11月末現在の実績です。） 

納入実績 総額 １，６８２，５００ 円 

普通会費 1,306,500円 2,613世帯 

特別会費 300,000円 99先 

賛助会費 76,000 円 62先 

 

いただいた金額 １，０１１，０００円 
川根本町社協では、町内にお住まいの方で、既存の交通機関を使用することが困難な車いす利用者の方（高

齢者、障がい者等）を対象に、外出支援サービス事業として、車いす対応の福祉車両の無料貸し出しを行っ

ております。このたび、在宅支援用軽自動車購入のための赤い羽根共同募金の助成金を受け、同事業の貸出

用福祉車両を、新規に購入させていただきましたので、ご報告いたします。 

ご利用については、お電話でお申込み後、原則として、使用したい日の前日までに川根本町福祉センター

事務所または、中川根高齢者デイサービスセンター事務所へ利用申請書をお届けいただく運びとなりますの

で、まずは、川根本町社協へお気軽にお問合せください。 

赤い羽根共同募金運動にご協力くださった多くのみなさまの、温かいお気持ちを胸に、大切に使わせてい

ただきます。ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～心のリフレッシュと仲間づくりのために～ 

平成27年度に発足した運営経営検討委員会は、これまでに3回開催されました。 

委員会では、町の委託事業とされていた地域福祉事業を、平成 28年度より社協

が行うべき事業として、事業形態が本来の形に切り替わり、町の補助を受けながら、

今後どのような事業に取り組むべきか、また存続が危ぶまれる就労継続支援Ｂ型事

業所みどりの丘・みどりの丘えまつを、どのように展開していくべきか、というこ

とをテーマにご協議いただき、委員の方より貴重なご意見とご賛同をいただきまし

た。今後についても、委員の方には川根本町社協の抱える課題について、ご協議い

ただき、より良い組織づくり、より良い組織運営にご尽力いただきます。 

 子育て中のママさんたちの心身のリフレッシュと、参加いただいた

ママさん同士の仲間づくりの促進を目的に、講師に色彩いろは代表の

杉本真美氏をお招きし、色彩セラピーをとおしたリフレッシュ指導を

いただきました。講座では、「明日への活力を見出すためには、まず

“今の自分”を知ること」が大切であるということで、自分のイメー

ジする感情を色で表し、塗り絵や自由画をとおして、今の気持ちを表

すことにはじまり、それを基に参加者がお互いにどんな気持ちを表現

したのかを共有しました。この作業は、数日後にその絵を自分自身で

再び見ることで、その時の自分の感情を客観的に見つめることがで

き、自分自身を知る良いきっかけになるとのことでありました。参加

されたママさんからも、「自分を知る良いきっかけになった。」「自分

と向き合う機会になって良かった。」といった感想をいただきました。 

 中川根第一小学校の５年生を対象に、計８回シリーズの出前

講座を開催しました。講座では、「ふくしってなんだろう？」

をテーマに、“ふくし”について言葉の意味や思いを学ぶこと

から始まり、身近にあるふくしを知るための演習として、車い

すを使用した実技や高齢者の疑似体験を実施しました。また、

講座の中では、普段何気なく使っている物にもユニバーサルデ

ザインがほどこされ、誰もが使いやすい形になっていること

を、改めて見直す機会を設けました。受講した児童たちからは、

「身の周りや町の中にあるふくしに興味を持った。これからは

周りの人にもっと優しくしたいと思う。」などといった感想が

聞かれ、ふくしに対する理解を深める機会となりました。 

ユニバーサルデザインとは？ 年齢や身体能

力に関わらず全ての人に適合するデザインの

ことをいいます。身近な物として自動ドアやセ

ンサー式蛇口、シャンプー容器の突起、音響・

時間表示がある信号機などがあります。 

講師の杉本真美氏 

 

講師の話に耳を傾ける参加者の様子 

 

高齢者の感覚を疑似体験している様子 
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いきいきサロンのご紹介 
【三津間ボランティア】 

居場所づくりのご紹介 
【徳山さつき会】 

ささえあい活動のご紹介 

みどりの丘・みどりの丘えまつのみなさんと川根本町民生委員児童委員のみなさんとの 

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ交流会を行いました 

川根本町社協では、地域にお住まいのみなさまが気軽に

集える場所をつくることを通じて、地域の「仲間づくり」「出

会いの場づくり」「健康づくり」をするための地域活動を推

進しています。  

最近では、ご近所であいさつをする機会や玄関前での立

ち話など、ご近所同士がコミュニケーションをとることが

減ってきており、高齢者や子育て中の親同士が交流する場

が少なくなってきています。  

サロン活動や居場所づくりは、そんな地域の方たちが参

加し、定期的に集まることで顔なじみの輪を広げ、いきい

きとした楽しい生活を送ることを目的としています。 

 平成２７年度に引き続き、２回目の開催となっ 

たグラウンドゴルフ交流会は、秋晴れの心地良い天候 

の中、生涯スポーツ広場にて行われ、総勢５５名の参 

加をいただきました。混合チームの１０チームで１０ホールを回り

ました。ホールインワンも飛び出したりと、思わぬ好成績に笑顔が

あふれていました。その後は川根本町福祉センターに移動し、銭太

鼓披露にお食事会と、みなさん楽しいひと時を過ごされました。 

秋晴れの下でグラウンドゴルフ(左)、民生委員児童委員のみなさんに銭太鼓を披露(中)し、最後に全員でお食事会(右) 

 

いきいきサロンは、地域にお住いの高齢者を対象

に、介護予防や地域のつながりの場として町内各地

区の集会所等で行われています。ご紹介する「三津

間ボランティア」では、集会所での活動と合わせ、

活動の一環として、町社協のマイクロバスを使い、

外出レクリエーションとして、先日、三保の松原や

東海大学海洋水族館に行かれ、歴史文化に触れ、観

光に食事に買い物と楽しい１日を過ごされました。 

 居場所とは、「いつでも」「だれでも」「自由に」

を基本に、自由な発想と柔軟な運営による人と人の

心の拠りどころとなる空間をいいます。ご紹介する

「徳山さつき会」では、有志の方の個人宅を利用し、

町社協出前講座を利用した介護保険の勉強会や産

業文化祭に向けた塗り絵や紙バックづくり、参加者

が持ち寄った手料理による会食会など行い、楽しい

ひと時を過ごされています。 
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Ｑ 災害ボランティアセンターってなに？ 

Ａ 災害時において、ボランティアさんによる支援の力を有効に活かすた

めには、駆け付けた多くのボランティアさんを調整して効率的に被災地

域へ派遣し、ボランティア活動を円滑に進めるための拠点となる場所が

必要となります。その場所が、被災地に臨時に設置される災害ボランテ

ィアセンター（災害ボランティア本部）になります。 

Ｑ 災害ボランティアコーディネーターってなに？ 

Ａ 災害ボランティアセンターにおいて、社協職員とともに、その運営ス

タッフとして被災者とボランティア活動希望者の、双方のニーズを結び

つける人または機能を、災害ボランティアコーディネーターといいます。 

講座は、川根本町山村開発センターにて２日間の日程で行われました。講師に静岡県中部危機管理局の

藤田通孝氏、特定非営利法人コラボりん湖西の神谷尚世氏、川根本町災害ボランティアコーディネーター

の会の方々をお招きし、「常総市の水害について」「第４次地震被害想定の概要」「川根本町における災害ボ

ランティアの取組み」といったテーマで講義をいただくとともに、演習として、「避難所運営ゲーム（HUG）」

「災害対応シミュレーションゲーム」のご指導をいただきました。 

今回の講座には、総勢１４名のご参加をいただき、その内、２日間全てのプログラムを受講された４名

の方には、静岡県知事より、ふじのくに災害ボランティアコーディネーター認定証の交付がされました。 

避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）を通じて、災害時に想定される被災者ニーズへの対応を協議している様子 

 

 話し相手ボランティアをされている方のスキルアップと関心

のある方への啓発を目的に、講師に元ＳＢＳアナウンサーの村上

裕子氏（ＳＢＳ学苑講師）をお招きし、“大人こそ！絵本を 3倍

楽しもう！”と題して、絵本の読み聞かせに必要となる音声表現

の基礎知識やその方法をご指導いただきました。 

講座では、より良い読み聞かせを行うために、読み手として、

絵本を繰り返し読みこみ、文字だけではなく描かれているものに

隠れている言葉を聴き手に読み伝えられるよう、絵本の楽しみ 

方を良く理解することが大切であることをご 

講義いただき、参加された方からも、「自分 

のやり方を見直す良いきっかけになった。」 

「絵本の奥深さを知り興味がわいた。また参 

加したい。」といった感想をいただきました。 

講座の様子（上）、講師より持参された絵本の紹介を受けている様子（下） 
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毎年恒例の“生きがいの郷・むつみの郷合同運動会”を開催しました。当日は、元気よくラジオ体操に始

まり、スプーンリレーに玉入れ、パン食い競争を行いましたが、どのみなさまも、真剣な面持ちで取り組ま

れ、楽しくも活気あるお時間を過ごされました。特にメイン競技の“パン食い競争”では、お目当てのパン

が取れたと笑顔があふれていました。 

スプーンリレーの様子      パン食い競争の様子 

 

生きがいの郷、むつみの郷の利用者のみなさまが、１年間かけ

て温めてきた作品を、川根本町役場本庁にある町民ギャラリーへ

展示しました（９月１日～９月３０日）。多くの方にご来場いただき、感

動のお声をいただきました。まことにありがとうございました。 

町民ギャラリーには、利用者のみなさまも見学に訪れ、展示さ

れたご自身等の作品に目を輝かせ、来年に向けた目標を話されて

いた様子がとても印象的でした。次回も是非、ご来場ください。 
展示された作品の数々 

 

 １１月に開催された川根本町文化会館での作品展示会に、憩の家いずみの利用者のみなさまが、日頃の創

作活動の一環として製作された“裁縫人形”を出展しました。同じ題材の作品でも、作り手の個性が良く表

れていて、見栄えある作品が出揃い、展示会をにぎわせていました。 

     展示された裁縫人形       人形作りに取り組まれている様子 

 

 天気の良い日には、施設前の広場に出て、清々しい秋晴れの下、

ノルディックウォークやペタングなどの楽しみながらも、寒さ厳

しい冬の到来に備えた体力づくりに取り組まれています。 

ペタンクとは？ 直径 7～8cm、重さ 600～800ｇの鉄球を 

6～10m離れた的玉を目がけて転がし、いかに自分の球を 

近づけるかを競うフランスの代表的な市民スポーツです。 
ペタンク(左)、ノルディックウォーク(右)の様子 
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いつも資源回収にご協力をいただき、心よりお礼申し上げます。 

みどりの丘・みどりの丘えまつでは、自主事業の一環として、新聞・

雑誌類・段ボール・アルミ缶の資源回収を行っています。 

みなさまのご理解とご協力を、よろしくお願いいたします。 

＊新聞・雑誌類・段ボールは、紙ひもで十字にしばってからお出しください。 

＊アルミ缶は、中をかるく洗ってからお出しください。 

＊回収依頼や搬出方法については、お近くの事業所までお問合せください。 

みどりの丘 

住所 川根本町上岸９０番地 

電話 ５９－３８１０ 

みどりの丘えまつ 

住所 川根本町下長尾１６９番地 

電話 ５６－１７３３ 

【資源回収でのお願いです】 

本年度も、施設利用者のみなさんと手をつなぐ育成会のみなさん、

総勢３９名の参加をいただき、合同一泊研修旅行を行いました。今回

は、ヤクルト富士裾野工場の見学と鎌倉周辺の観光をメイン行程とい

たしました。 

この事業は、事業所での作業が、生活の中心となっている施設利用

者のみなさんの“社会体験”と“団体生活での規律”の学びを目的と

しています。実施にあたっては、事前学習を行い、参加に向けた意識

の向上を図り、実施後については、事後学習として、旅行の振返りの

場を設け、印象に残ったことなどを話し合うとともに、自分の買った

物の確認やいただいた資料の整理、感想文の作成を行いました。振返

りの最中も、来年の旅行に向けて、利用者のみなさんは意気揚々と目

を輝かせており、有意義な事業であったことを実感させてくれました。 

 

旅行先での行動を想定した事前学習の様子 

（千頭駅にて） 

 

ヤクルト富士裾野工場にて記念撮影 

 

お問い合わせ先 

産業文化祭と奥大井ふるさと祭に、今年もみ

どりの丘・みどりの丘えまつの製品即売店を出

店しました。多くのみなさまにご来場ご来店い

ただき、過分なるご協力をいただきました。 

心よりお礼申し上げます。 

 県内中部地区の作業所・事業所の利用者のみなさん、職

員のみなさんが一堂に集まり、交流と親睦を深め、明日へ

の活力を生み出す機会として、本年も表記大会が、草薙総

合運動場総合体育館にて開催されました。みなさん全力で

競技に参加され、にぎやかで楽しい大会となりました。 

 

産業文化祭での出店の様子      奥大井ふるさと祭での出店の様子     白熱した玉入れ競技の様子 
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【寄付金の部】 

＊１件 久野脇を元気にする会 様 

【寄付物品の部】 

＊１件 小川カネ 様 

日 程 相 談 名 時 間 担当相談員 会場 

１月１１日（水） よろず相談 9：00～11：30 民生委員  文化会館（小長井） 

１月１８日（水） よろず行政相談 9：00～11：30 
民生委員 

行政相談員 
改善センター（高郷） 

２月 ８日（水） よろず行政相談 9：00～11：30 
民生委員  

行政相談員 
文化会館（小長井） 

２月１５日（水） よろず相談 9：00～11：30 民生委員  山村開発センター 

３月 ８日（水） よろず相談 9：00～11：30 民生委員  文化会館（小長井） 

３月１５日（水） よろず行政相談 9：00～11：30 
民生委員 

行政相談員 
改善センター（高郷） 

     

２月２２日（水） 法律相談 9：00～15：00 弁 護 士  福祉センター（上岸） 

３月２２日（水） 法律相談 9：00～15：00 弁 護 士  改善センター（高郷） 

 

 

報告期間 8月 1日～11月 15日 

 

平成２８年熊本地震 災害義援金の募集について 
標記義援金の募集については、熊本県共同募金会にて、被災された方々を支援することを目的に、平成

２９年３月３１日まで受付を行っております、被害が甚大で被災地の復旧・復興には期間を要し、今なお

不便な生活を強いられている被災者が多くいらっしゃる現状を踏まえ、募集期間が延長されております。

被災者に対するみなさまの温かいご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

＜義援金受入口座＞※その他税制上の取扱い等ご不明な点については、川根本町社協までお問い合わせください。 

金融機関 口座番号 名義等 

ゆうちょ銀行 00950－2－174321 熊本県共同募金会熊本地震義援金 

 

 
 ※担当相談員がみなさまの相談に応じ、秘密厳守のもと問題解決に努めます。 

 ※いずれの相談も無料です。ただし、法律相談のみ要予約となります。 

 

川根本町福祉センター・ 

老人福祉センター憩の家いずみを 

ご利用ください。 

川根本町社協では、町の指定管理者として、川根

本町福祉センター（上岸区）と老人福祉センター憩

の家いずみ（奥泉区）を運営しています。 

当福祉センターについては、健康づくり、レクリ

エーション、教養をつちかう場として、本町に住所

を有する方または町内の事業所にお勤めの方（いず

みにあっては 60歳以上の団体に限る。）であれば、

ご利用いただけますので、お気軽にお問い合わせく

ださい。（書面での事前のお申込みが必要です。） 

 
◆休館日◆ 

＊川根本町福祉センター 

日曜日、月曜日、国民の祝日、年末年始 

＊老人福祉センター憩の家いずみ 

土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始 

◆利用時間◆ 

午前 9時から午後 9時まで 

 

地域の福祉活動を支える共同

募金運動に、みなさまのあたたか

いご協力をお願いいたします。 
 

社会福祉法人静岡県共同募金会 

川根本町共同募金委員会 


